
JP 2013-4031 A5 2014.7.31

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年7月31日(2014.7.31)

【公開番号】特開2013-4031(P2013-4031A)
【公開日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2011-137737(P2011-137737)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   3/00    １００　
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｒ
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月16日(2014.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の目的を達成するために、例えば、本発明の画像処理装置は以下の構成を備える
。即ち、入力画像が変形処理された出力画像を生成する画像処理装置であって、
　前記入力画像を取得する取得手段と、
　前記入力画像上の第１座標に対応する前記出力画像上の第２座標の整数部と小数部を、
前記変形処理で用いられるパラメータによって特定する特定手段と、
　前記出力画像上の前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生成す
るために参照される前記入力画像の画素データに対応する複数の座標を、前記特定手段に
より特定された前記第２座標の小数部の情報を用いて判定する判定手段と、
　前記判定手段により判定された複数の座標に対応する前記入力画像の画素データを読み
出して、前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された画素データを前記出力画像の画素データとして出力する
出力手段と
　を有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像が変形処理された出力画像を生成する画像処理装置であって、
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　前記入力画像を取得する取得手段と、
　前記入力画像上の第１座標に対応する前記出力画像上の第２座標の整数部と小数部を、
前記変形処理で用いられるパラメータによって特定する特定手段と、
　前記出力画像上の前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生成す
るために参照される前記入力画像の画素データに対応する複数の座標を、前記特定手段に
より特定された前記第２座標の小数部の情報を用いて判定する判定手段と、
　前記判定手段により判定された複数の座標に対応する前記入力画像の画素データを読み
出して、前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された画素データを前記出力画像の画素データとして出力する
出力手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記入力画像の前記複数の座標に対応する画素データを用いた補間処
理を実行することで、前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生成
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記出力画像上の前記第２座標の整数部に対応する座標に対して前記
第２座標の小数部に応じた所定の位置関係にある前記出力画像上の複数の座標を判定し、
前記出力画像上の該複数の座標に対応する前記入力画像上の複数の座標を、前記変形処理
で用いられるパラメータに基づいて判定することで、前記第２座標の整数部に対応する前
記出力画像の画素データを生成するために参照される前記入力画像の画素データに対応す
る複数の座標を判定することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記特定手段は、前記第２座標を表す第１座標成分値と第２座標成分値のそれぞれにつ
いて整数部及び小数部を特定し、
　前記所定の位置関係は、前記第１座標成分値及び前記第２座標成分値のそれぞれの小数
部が所定の値よりも大きいか否かに応じて決定されることを特徴とする請求項３に記載の
画像処理装置。
【請求項５】
　入力画像が変形処理された出力画像を生成する画像処理装置が行う画像処理方法であっ
て、
　前記画像処理装置の取得手段が、前記入力画像を取得する取得工程と、
　前記画像処理装置の特定手段が、前記入力画像上の第１座標に対応する前記出力画像上
の第２座標の整数部と小数部を、前記変形処理で用いられるパラメータによって特定する
特定工程と、
　前記画像処理装置の判定手段が、前記出力画像上の前記第２座標の整数部に対応する前
記出力画像の画素データを生成するために参照される前記入力画像の画素データに対応す
る複数の座標を、前記特定工程で特定された前記第２座標の小数部の情報を用いて判定す
る判定工程と、
　前記画像処理装置の生成手段が、前記判定工程で判定された複数の座標に対応する前記
入力画像の画素データを読み出して、前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画
素データを生成する生成工程と、
　前記画像処理装置の出力手段が、前記生成工程で生成された画素データを前記出力画像
の画素データとして出力する出力工程と
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　前記生成工程では、前記入力画像の前記複数の座標に対応する画素データを用いた補間
処理を実行することで、前記第２座標の整数部に対応する前記出力画像の画素データを生
成することを特徴とする請求項５に記載の画像処理方法。
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【請求項７】
　前記判定工程では、前記出力画像上の前記第２座標の整数部に対応する座標に対して前
記第２座標の小数部に応じた所定の位置関係にある前記出力画像上の複数の座標を判定し
、前記出力画像上の該複数の座標に対応する前記入力画像上の複数の座標を、前記変形処
理で用いられるパラメータに基づいて判定することで、前記第２座標の整数部に対応する
前記出力画像の画素データを生成するために参照される前記入力画像の画素データに対応
する複数の座標を判定することを特徴とする請求項５又は６に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像処理装置の各手段として機
能させるためのコンピュータプログラム。
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